
                                                           

足 利 大 学 工 学 部  同 窓 会 会 則  

                                昭和５０年３月 ９日 施   行 

令和 ４年５月１４日 最終改正 

第１章   総   則 

第 １条 本会は足利大学工学部 同窓会と称する 
第 ２条 本会は事務所を〒326－8558 足利市大前町 268 足利大学同窓会館内に置く 

第２章  目的および事業 

第 ３条 本会は会員相互の交誼を厚くし、かつ母校の発展に貢献することを目的とする 
第 ４条 本会は前条の目的を達成するため、次の事業を行う 

１．集会に関する事項 
２．会員原簿の管理および会員への連絡・共助に関する事項 
３．会報および会誌等の発行に関する事項 
４．母校の発展を助けるために必要な事項 
５．その他目的達成に必要な事項 

第３章   会   員 

第 ５条 本会の会員は次の 4 種とする 
     １．正 会 員  足利大学工学部卒業生で終身会費を納入した者とする              
     ２．準 会 員  足利大学工学部在学生で入学時に入会金を納入した者、ただし留学生におい

ては大学の規定により納入が免除されている者（大学院を含む）とする 
     ３．推薦会員  足利大学大学院を修了し終身会費を納入した者 足利大学工学部に在籍した

者で終身会費を納入し、本人の申し出により理事会の承認を得た者とする 
     ４．特別会員  １. 名誉理事 第 29 条２により選任・承認されたもの 就任後は本会が

開催する会議等に積極的に出席し、意見を述べることが

出来るが、賛否の数には含まないものとする  

２.  特別会員  足利大学工学部に在職の教職員とする 

 

第４章 役員、評議委員、事務局 

第 ６条 本会は次の役員を置く 
     １．理  事  １０名以上２０名以内（内、会長１名、副会長２名、理事長１名） 
     ２．監  事  ２名 
第 ７条 理事は総会において正会員の中から選出し、互選により会長１名、副会長２名、理事長１名を

定めることとする 
第 ８条 監事は総会において正会員の中から選出する 
第 ９条 会長は本会を代表し会務を総理する 
第１０条 副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時は代理する 
第１１条 理事長は理事会を代表し本会の事務を掌理、事務局を統轄する 
第１２条 会長、副会長、理事長、理事は理事会を組織して、会務を審議執行する 
第１３条 監事は本会の会計を監査する 
第１４条 役員の任期は２年とし重任を妨げないものとする 

補欠役員の任期は前任者の残任期間とする 
     役員は任期満了後でも、後任者が就任するまではその職務を行うこととする 
第１５条 役員は有給とすることができるものとする 
第１６条 評議委員は正会員・推薦会員中より選出し、その数は２０名以上５０名以内とし、任期は第１

４条に準ずるものとする 
第１７条 評議委員の選任は定期総会時に役員の推薦、または正会員の百分の一以上の推薦者を得て、定

期総会開催の３ヵ月前までに、委員となる目的・方針および同窓会活動への提言を推薦状と共



に文書で提出した者から総会の議を経て選出する 
第１８条 本会に事務局を設け事務局長１名、事務局員若干名を置き、 事務局長は理事会の承認を経て

会長が任命し、事務局員は事務局長が委嘱する 

                 第５章   顧    問 

第１９条 本会に顧問を置くことができる 
１． 顧問は理事会の承認を経て会長が委嘱する 
２． 顧問は本会の諮問に応ずることとし、本会が開催する会議等に出席し、意見を述べること

ができることとする 

第６章   会    議 

第２０条 本会の会議は、総会、理事会、評議委員会とする 
第２１条 総  会 
     １．定期総会は毎年１回、４月または５月に開催し、会則の改正と変更、予算および決算、役

員の選任、その他理事会で必要と認めた事項を審議する 
２．臨時総会は理事会が必要と認めたとき、および会員の５分の１以上が、会議の目的たる事

項を示し要求があったとき開く 
３． 理事会において総会の開催が困難と認められたとき、評議委員会を持って総会に代えるこ

とができる 
第２２条 理事会は年４回以上開催し、会長が議長となる 
第２３条 評議委員会は本会の理事および評議委員をもって構成され、年１回以上開催し、会長が議長と

なる 
第２４条 会議の開催が流行性疾病などの蔓延や、何らかの障害などにより、全員が一同に会しての議事

が難しいと判断されたとき、会長は役員・理事などの了解を得て、E メールなどの通信手段を

利用し会議を開催することができるものとする 
その場合、事務局は審議内容等を作成、送信して、全員からの質問などを受ける期間を設け、

承諾、不承諾の意見を取りまとめ、議事録案とし、その承認を得て、会合での審議に代えるこ

とができるものとする 
第２５条 すべての会議の議決は出席者の過半数をもって決定し、賛否同数の場合は議長が決定する 

第７章   会    計 

第２６条 本会の経費は、会費、寄付金および、その他の収入をあてる 
第２７条 本会の会費は次のとおりとする 
     １．準会員が正会員となるとき、終身会費として５０,０００円を(４年次前期まで)納入する 
     ２．準会員となるとき入会金を納入する。ただしその額は理事会で定め通知する 
     ３．大学院生が推薦会員となるとき、終身会費として５０,０００円を(修了年前期まで)納入す

る 
４． 一旦納めた会費は原則として返還しない 

第２８条 本会の会計年度は４月１日に始まり翌年の３月末日に終わるものとする 

第８章   附    則 

第２9 条 この会則の施行に関する細則は理事会の議を経て別に定める 
１．第５条 1．第５条 3．終身会費の納入が無かった者においては、会員原簿の中に「会費が未 

納」であることを付記し「正会員」「推薦会員」としない 留学生も同様の取り扱いとする 
     ２．第５条４.1. 名誉理事推薦の基準 
       本会の理事及び顧問などの役職が解かれる時 理事会は以下の要件をもとに「名誉理事」 

として推薦し 定期総会にて承認を得て「名誉理事」就任を伝達する 
1. 理事就任の期間がおおむね 40 年以上の者で 理事就任中に同窓会の役員(会長 副

会長 理事長 事務局長 監事) 等に就任した者  
2. 本会の理事就任のほか母校等で役職(学長 副学長 校長 大学(法人含む)事務局

課長以上など)に就任し 就任中「顧問等」として同窓会活動に協力した期間が

あり、理事会が推薦する者 



3. その他理事として積極的な参加をし 理事会が推薦する者 
4. 名誉理事推薦にあたっては原則として理事就任経験者の中から選出する 
 

第３０条 この会則は昭和５０年 ３月 ９日から施行する 
この会則は令和 ４年 ５月 14 日一部改正し施行する。 


